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2026 年１月期 第３四半期決算説明書き起こし公開のお知らせ 

 

2025 年 12 月 11 日に発表した、Japan Eyewear Holdings 株式会社 2026 年 1 月期第３四半期決算説明の

書き起こしを公開したことをお知らせいたします。なお、本開示は皆様に当社グループをご理解いただく

ために実施するものです。 

 

書き起こしは次項以降をご確認ください。 
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柴田 俊一(以下、柴田)：では、昨日公表いたしました決算説明資料に基づきまして、第３四半期の業績

についてご説明いたします。 

 こちらが本日の説明内容です。第 2 四半期までと同様、最初に連結業績を中心に説明した後、各事業セグ

メントの業績について説明いたします。  



トピックス 

 

 

業績説明に入る前に、第 3 四半期のトピックスについて触れさせていただきます。 

ご承知の通りかと思いますが、10 月 29 日をもって、東証プライム市場への市場区分変更が実現いたしま

した。 

また、これと同時に、株主であるファンドの株式売出しがあり、結果として、ファンド持ち分は売出し前

の約 32％から、売出し後には約 10％強となり、20％ほど減少しました。  



エグゼクティブサマリー 

 

 

第 3 四半期累計期間、9 か月間の業績サマリーです。 

売上収益は 11.0％増収の 13,422 百万円、営業利益は 10.1％増益の 4,319 百万円、四半期利益は 9.4％増益

の 2,651 百万円となりました。 

売上収益の伸びにおいては、引き続き、店舗売上の増加が貢献しています。第 2 四半期においては一部ア

ジア地域からの訪日者数が減少し、当社インバウンド売上にも影響がありましたが、その後回復しており、 

インバウンド売上は前年の 9 か月間と比較して 18.5％増の 2,828 百万円となりました。 

営業利益率は、32.2％と引き続き高い水準を維持しています。 

前年同期と比較すると、0.3 ポイントほど低下しているように見えますが、これは一過性コストの発生による

ものであり、実際には若干ではありますが営業利益率は上昇しています。詳細は次のスライドでご説明いた

します。 

セグメント別に見ますと、金子眼鏡セグメントは 13.9％増収、セグメント利益は 14.6％増益となりました。

売上のうち国内既存店売上前年比は記載の通りです。 

また、フォーナインズセグメントでは第 2 四半期に引き続き国内卸事業が減収となったこともあり、売上

5.5％増収、セグメント利益は 5.9％増益となっております。国内既存店売上前年比は記載の通りです。 

  



連結 PL（第３四半期累計） 

 

 

9 か月間の PL サマリーです。 

繰り返しになりますが、売上は前年同期比 11.0％増の 13,422 百万円、営業利益は同じく 10.1％増の

4,319 百万円となりました。粗利率は前期と比較して 0.4 ポイント上昇し 79.3％となりました。営業利益率

は 32.2％と高水準を維持していますが、前年同期比 0.3 ポイントほど低下しています。これは先ほどもお伝

えした通り、一過性コストの発生によるものです。一過性コストがいくらで中身は何かという話ですが、金

額はこちらのスライドの調整後 EBITDA と EBITDA の差異であり、今期は 94 百万円、前期は 34 百万円で

す。中身は、M&A 関連費用と株式売出しにかかる諸費用となります。 

この一過性コストを営業利益に足し戻して利益率を計算すると、今期は 32.9％、前期は 32.7％となり、

0.2 ポイント上昇したという結果になります。従いまして、見た目上の営業利益率は低下していますが、本

質的に収益性が悪化したものではないとご理解ください。 

また、これまでにもお伝えしたのですが、防衛特別法人税創設などの影響により、税率が上昇していま

す。結果として、四半期利益は前年同期比 9.4％増の 2,651 百万円となり、税引前利益までの伸び率と比較

すると若干低めの伸び率となりました。 

  



売上収益増減（第 3 四半期累計） 

 

 

売上収益の増減分析です。第 3 四半期累計の売上は前年の 12,095 百万円に対して 11.0％増の 13,422 百万

円となりました。金額にして約 13 億円の増収となりましたが、内訳としては、海外顧客向け売上が 781 百

万円増加、国内店舗における日本人向け売上が 577 百万円増加などとなっています。 

国内卸については、9 か月間で 145 百万円の減収となりました。 

  



連結 PL（海外向け売上） 

 

 

海外向け売上の詳細です。 

左側のグラフは年度別・四半期別のインバウンド売上推移です。国内店舗におけるインバウンド向け売上

は、第 2 四半期に入ってから若干伸び悩みましたが、その後回復し、結果、第 3 四半期は両ブランド合計で

前年同期比 28.7％増の 1,017 百万円となりました。この数字は 2025 年 1 月期第 4 四半期実績を上回る過去

最高額です。また、第 3 四半期累計期間 9 か月間実績は前年同期比 18.5％増の 2,828 百万円のインバウンド

売上となりました。 

右側のグラフは、国内店舗におけるインバウンド売上、海外直営店売上、海外卸売上の 3 つを合計した海

外顧客向け売上の年度別・四半期別の推移です。折れ線部分は、連結売上に占める海外顧客向け売上の比率

を表しています。 

第 3 四半期の海外顧客向け売上全体としては前年 41.5％増の 1,612 百万円となり、連結売上に占める割合

は 33.9％となりました。 

 

  



直近のインバウンド売上動向 

 

 

直近のインバウンド売上動向です。 

国内店舗におけるインバウンド売上を国別の構成で見たグラフが左側になります。中国本土からのお客様

は全体の半分ほどを占める状況となっています。そのほか、韓国、香港、台湾を加えた 4 つの国と地域で、

インバウンド売上のうち約 8 割を占めています。 

これら 4 つの国と地域の月別インバウンド売上前年比がどうだったか。それを示すのが中央の棒グラフで

す。第 2 四半期決算説明でもお伝えしましたが、7 月に日本で大災害が起きるという話が広まった影響もあ

り、特に、香港や韓国からの訪日者数が減少、当社のインバウンド売上も 6 月以降、韓国、香港中心に前年

同月を下回る状況でした。しかし、それ以降、前年同月比は回復しております。 

また、中国本土からの訪日者数減少が懸念されることもあり、この先引き続き不透明感はあるものの、11

月から 12 月足下においても、そこまで深刻な影響は受けていない状況です。右側は百貨店協会の公表して

いる免税売上の前年同月比と当社のインバウンド売上前年比を比較しているものです。引き続き伸び悩んで

いる百貨店の免税売上と比較して、当社のインバウンド売上は異なる傾向にあることがお分かりになるかと

思います。 

 

  



連結販管費（第 3 四半期累計）

 

 

販管費合計は前年同期比約 7 億円増加し 6,336 百万円となりました。増加の大半が、店舗数増加や店舗売

上増加に連動するものであり、全体としては引き続きコントロールできています。 

売上に対する販管費率が前年の 46.5％から今期の 47.2％と上昇していますが、これについても、主に卸

売上の減収が影響していると考えております。  



連結販管費推移 

 

 

四半期別の販管費推移です。後ほどご覧ください。 

  



連結 PL（第３四半期） 

 

 

第 3 四半期 8 月～10 月の 3 か月間の PL サマリーです。 

売上収益は前年同期比 18.2％増の 4,485 百万円、営業利益は同じく 22.6％増の 1,432 百万円となりまし

た。 

粗利率は前期と比較して 0.4 ポイント上昇し 79.8％となり、営業利益率は前年同期比 1.1 ポイント上昇し

31.9％となりました。 

 営業利益率について、先ほど 9 か月間累計 PL のスライドでご説明した内容と同様、一過性コストを足し

戻すと、今期の営業利益率は 32.6％、前期は 30.9％となり、1.7 ポイント上昇しています。 

一過性コストの発生額は、調整後 EBITDA と EBITDA の差異であり、今期は 30 百万円、前期は 3 百万円

です。 

 

  



売上収益増減（第 3 四半期）

 

 

売上収益の増減分析です。第 3 四半期の売上は前年の 3,795 百万円に対して 18.2％増の 4,485 百万円とな

りました。 

約 6 億円の増収となりましたが、内訳としては、海外顧客向け売上の増加が 471 百万円、国内店舗におけ

る日本人向け売上が 235 百万円増加などとなっています。 

国内卸については 103 百万円の減収となりました。 

 

 

 

  



連結 CF 

 

 

第 3 四半期の販管費は前年同期比約 3 億円増加し 2,156 百万円となりました。大半は 9 か月累計実績と同

様に、店舗数増加や店舗売上増加に連動するコストが増えたものとなります。 

 

 

  



連結 PL（通期予想進捗） 

 

 

10 月に実施した株式売出しについて公表したタイミングで、通期予想のうち売上のみを 1.5 億円下方修

正し、189 億円としました。 

この修正予想に対する 9 か月間業績の進捗ですが、売上収益 71.0％、営業利益 69.7％、当期利益 66.3％

となりました。 

差し引きすると、第 4 四半期に売上で約 20％増収、営業利益で約 34％増益を達成する必要があり、ハー

ドルは高いですが、12 月は例年日本人、インバウンド共に好調な時期であり、引き続きガイダンス達成に

向けて邁進いたします。  



連結貸借対照表

 

 

貸借対照表のサマリーです。 

前期末と比較して、総資産が 179 百万円増加しています。そのうち流動資産の減少が約 948 百万円、非流

動資産の増加が 1,127 百万円です。非流動資産の増加は主に、新規出店による有形固定資産の増加、5 月に

実施した M&A によるのれんの増加です。また、資本合計が 588 百万円ほど増加しています。四半期利益計

上による増加約 26 億円、配当金の支払による減少約 20 億円によるものとなります。  



連結キャッシュ・フロー計算書（第 3 四半期累計） 

 

 

キャッシュ・フロー計算書のサマリーです。前年同期末と比較して約 12 億円、現預金残高が減少しまし

たが、配当の支払いや法人税の支払いが重なったことに加えて、（株）ハンズ買収にかかる支出があったこ

とによるものです。  



事業セグメント概要 

 

 

四半期ごとの売上と営業利益の推移です。 

第 3 四半期 3 か月間としては、引き続き過去最高となっております。  



2026 年１月期第 3 四半期 業績概況

 

 

続きまして、事業セグメント別の業績です。 

 

  



セグメント PL（第 3 四半期累計）

 

 

売上と営業利益をセグメント別に分解したものを示しています。 

まず金子眼鏡は、店舗売上が前年比 12.4％増となったことに牽引され、セグメント売上は前年比 13.9％

増の 90 億円、セグメント利益は 14.6％増の 3,417 百万円となりました。 

フォーナインズでは、金子眼鏡同様に店舗売上が好調で同じく前年比 14.0％増となったものの、国内卸が

前年比 12％ほどの減収となり、売上全体としては前年比 5.5％増の 4,422 百万円、セグメント利益は前年比

5.9％増の 1,333 百万円となりました。 

 

 

 

  



金子眼鏡 

 

 

こちらは、売上と営業利益をセグメント別に分解したもので、8 月～10 月の 3 か月間のみを取り上げた数

字です。後ほどご確認ください。  



ブランド力を背景とした継続的な既存店成長 

 

 

両ブランドともに、引き続き一式単価が上昇しています。 

金子眼鏡では第 2 四半期において、フレーム販売価格の見直しを行い、一式単価は 8 万 2 千円を超え、第

3 四半期累計実績で 82,279 円となりました。これはコロナウイルス感染拡大前の 2019 年 1 月期と比較して

33％近い上昇率となります。 

フォーナインズは前年までに引き続き 2 月に一部商品の価格改定を行ったことに加えて、ハイエンド商品

の店頭展開を充実させたことで一式単価は 86,813 円となりました。コロナウイルス感染拡大前と比較する

と約 20％の上昇率です。 

今後もブランド力向上と並行して一式単価の上昇に取り組んでいきたいと考えています。 

 

  



金子眼鏡 

 

 

続いて、金子眼鏡、フォーナインズ、両セグメントの概況です。 

金子眼鏡では、店舗売上の着実な成長を背景に、セグメント売上、セグメント利益ともに順調に推移して

います。第 3 四半期 3 か月間のセグメント売上は 3,124 百万円、セグメント利益は 1,192 百万円となり、い

ずれも過去最高となりました。 

 

 

 

 

 

 

  



フォーナインズ 

 

 

続いてフォーナインズセグメントの業績です。 

第 3 四半期実績は、売上は前年比 8.2％増の 1,361 百万円、セグメント利益は前年比 22.7％増の 388 百万

円となりました。  



フォーナインズ 

 

 

右側は海外卸の四半期別売上です。第 1 四半期は前年に大口の売上計上があった反動で減収となりました。

しかしながら、第 2 四半期以降は、第 1 四半期の減収分を取り戻し、増収に転じました。このまま、年度累

計では前年比プラスとなることを計画しています。 

左側はフォーナインズの国内卸の四半期別売上を示しています。これまでにもお伝えしてきましたが、フ

ォーナインズ事業全体として、中長期的には、国内卸の減収を受け入れながら、直営店売上比率を増やして

いきたいと考えております。まずは、この点についてあらためてご理解いただきたく存じます。 

この流れで、国内卸については、2026/1 期においても一定程度の前年比マイナスが発生することを予想

しています。国内卸事業は、「国内眼鏡小売店向け売上」と「特定ブランドや特定小売店とのタイアップ

（OEM）」に大別されます。 

第 3 四半期累計期間の減収を分解しますと、小売店様向け売上が 36 百万円ほどの減収でした。これは主

に、取引先様事情によるものとご理解ください。OEM 売上については、第 3 四半期までの 9 か月間で約 1

億円の減収となっております。そもそも受注に波があり、その影響を受けざるを得ないビジネスです。

2026/1 期においても、一部受注に来期への期ズレが発生しており、協力工場からの納品タイミング次第で

はさらにマイナスが発生する可能性があると考えています。 

  



2026 年 1 月期第 3 四半期までの取り組み 

 

 

続きまして、第 3 四半期までの取組みについてご説明させていただきます。 

 

 

 

 

  



第 3 四半期を振り返って 

 

 

1 点目の国内新規出店による着実な成長については、両ブランド合計で 5 店舗の新規出店と 2 店舗の退店

を実施し、前期末と比較して 3 店舗、国内店舗が増加しています。 

2 点目の海外顧客の創造については、この上期、香港や韓国からのお客様に向けたインバウンド売上が苦

戦しましたが、インバウンド売上は 9 か月間トータルでは前年同期比で 18.5％増加の約 28 億円となりまし

た。 

また、詳細は後ほど触れますが、香港 2 号店、北京 1 号店に引き続き、金子眼鏡シンガポール 1 号店と台湾

1 号店をオープンし、海外顧客向け売上増加に向けた布石はしっかり打てていると考えております。 

3 点目はグループシナジーの進化です。今年度から、昨年子会社化した（株）タイホウの製造力を活かし、

フォーナインズ製品の内製強化の取組みを本格化しています。 

また、製造以外の分野においても両社の協働機会を増やすべく、金子眼鏡、フォーナインズの社内組織を

改編いたしました。 

また、インオーガニックな成長として、鯖江市のメッキ加工業者である （株）ハンズを子会社化しました。 

 

  



出退店サマリー 

 

 

第 3 四半期の出退店サマリーです。9 か月間の国内外合計では、出店が 9、退店が 2 ありました。結果とし

て、前期末店舗数から 7 店舗増え、第 3 四半期末の店舗数はグループ合計で 112 となりました。 

 

  



出退店詳細 

 

 

第３四半期までの出退店詳細です。後ほどご確認ください。 

 

 

  



金子眼鏡新規出店 

 

 

金子眼鏡の国内新規出店について。これまでにもお示ししたスライドとなりますが、左が 3 月に開店した

広島の金子眼鏡店ミナモア広島店、右が 4 月オープンの KANEKO OPTICAL ららぽーと安城店です。 

  



フォーナインズ新規出店 

 

 

フォーナインズの新規出店画像です。 

左が大阪にできたグラングリーン大阪店、右が福岡に新しくできたワンフクオカビルディングにオープン

した店舗です。いずれも話題性のある商業施設に出店でき、フォーナインズのブランドイメージ強化にとっ

て、非常に有効な立地への出店が実現できたと考えています。 

  



中国・香港への出店を通じたブランド認知度の拡大 

 

 

こちらは今年 5 月にオープンした香港 2 号店と、6 月に出店した中国 4 号店の概要です。いずれも、これ

までの中国、香港の店舗と異なり、集客力の高い商業施設にある店舗であり、順調なスタートを切っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



シンガポール・台湾への出店を通じたブランド認知度の拡大 

 

 

中国本土や香港に続き、この第 3 四半期にはシンガポール及び台湾に金子眼鏡 1 号店をオープンしました。

これまでに実施してきた海外卸や、アジアを中心とした店舗展開、それから国内店舗におけるインバウンド

売上成長とあいまって、特にアジアにおけるブランドイメージの醸成が進んでいることが、順調なスタート

につながっているのではないかと考えています。 

このように、中国本土及び周辺諸国において、ブランド力を醸成する立地での継続的な出店に成功してお

り、今後現地でのカスタマー・ロイヤリティの向上を目指します。 

 

  



キャピタル・アロケーション 

 

 

キャピタル・アロケーションについて。これまでにも何度かご説明している内容ですが、潤沢に産み出さ

れるキャッシュを、積極的な株主還元、借入金返済、そして成長投資にバランスよく使っていきます。 

配当については、右側にありますように、2026 年 1 月期は年間配当予想を一株当たり 84 円、中間配当 42

円、期末配当 42 円としています。上期末の株主様に対する中間配当については、当初計画通り、1 株当たり

42 円で実施いたしました。 

 

  



質疑応答（抜粋） 

理解促進のために、一部内容の加筆修正を行っております。 

 

【海外事業について】 

質問者：新規出店したシンガポール・台湾における販売価格の水準は、中国等と同様に高く設定されている

のか。 

金子真也（以下、金子）：シンガポールは、中国・香港とほぼ同等の価格帯で展開しております。 

台湾 1 号店については、現在当局からの検眼等を含めたフルサービス承認待ちの状態であり、フレーム単体

およびサングラスの販売のみを行っております。許可が下り次第、フルサービスへ移行し、価格帯についても

中国・シンガポール等とほぼ同等の水準で展開する予定です。 

 

質問者：海外における「ブランド力を醸成する立地」の選定基準は、国によって異なるのか。 

金子：基本的には、わざわざ足を運んでいただく「デスティネーションストア」としての位置づけをブランデ

ィングの起点と考えています。 

シンガポールは、路面店文化がないため、高島屋（ショッピングモール）内への出店となりましたが、ブラン

ド力の実力を測る重要な拠点と位置づけています。台湾は、日本と同様、路面店での展開によりブランド力を

確立していく方針です。 

 

質問者：海外展開のペースと今後のエリア拡大（欧米など）について教えてほしい。 

金子：海外については、私どもが軸として考える地域への出店がようやく揃いましたので、第一のステップ

は確立した段階ですので、いよいよ来期以降は更なる拡大に向けて組織構築をしながら動いていき、これま

で同様あるいは、これまで以上のスピードで出店していく考えでおります。欧米への展開については、まずは

極東・ASEAN エリアを最優先とします。当社は製販一体のビジネスモデルであり、現段階で欧米向けのロー

カライズに対応するよりも、アジアおよび日本国内での拡大に注力する方針です。 

 

【業績・数値について】 

質問者：10 月の通期業績予想の下方修正（売上収益）について、修正は大きな金額ではなかったと認識して

いるが、残りの期間では取り返すのが難しいという判断から修正したのか。 

柴田：上期までのインバウンド売上を中心に約 3 億円の未達に対し、計画外の新規出店や買収による増収効

果で一部相殺したものの、差し引き約 1.5 億円の不足が見込まれるため下方修正を行いました。 

 

質問者：インバウンド売上の動向について。10 月の増収率（39%増）に比べ、11 月以降は鈍化しているのか。 

金子：10 月は中国の国慶節等の各国の連休により、想定を大幅に上回る実績となりました。11 月以降につい

ては、10 月の特需的な伸びと比較すれば落ち着いて見えますが、大幅な減速感があるわけではなく、堅調に

推移しています。 

 

質問者：中国・韓国・香港・台湾の顧客構成比に変化はあるか。 

柴田：大きな変動はありません。中国のお客様が約 5 割を占め、その他地域についても資料（スライド 8 ペ

ージ）記載の構成比通りに推移しています。 

 



【国内事業・卸売について】 

質問者：国内卸の売上減少について、減少要因を御社要因、販売先要因がそれぞれあれば、分けて解説して

ほしい。 

金子：フォーナインズの直営店の出店は、近隣の取引先に対して一定の影響を与えることは認識しており、

それを織り込んだ上で事業を進めています。そういった中でも出店していかなければ、強いブランドにはな

れないというのが私どもの信念ですので、外部環境の反応を見ながら、しっかりと前に進めていきたいと考

えています。 

また、フォーナインズの取引先である全国の優良眼鏡専門店において、低価格帯の台頭やブランドショップ

の拡大により、ここ 20 年ほど成長が横ばいまたは、やや縮小傾向にあるというのが共通しているところでは

ございます。そういったことから、卸だけでは成長が難しくなってきていることも私自身もこれまでの潮流か

ら感じておりますので、既存取引先と良好な関係を保ちながら、ブランドの成長と強化のためには直営出店

を進めていきたいと考えております。 

 

質問者：今後の国内出店ついてはどう見ておけばよいか。 

金子：まずは日本国内については、フォーナインズブランドが中心になると考えています。複数計画がありま

すので予定通りいけば、事業計画通りの出店スピードを維持していく予定です。 

 

【子会社・生産体制について】 

質問者： （株）タイホウのグループ入りから約 1 年半経過したが、シナジー効果は出ているか。 

金子 ：グループ入り後の最初の 1 年は、既存の他社向け受注残の生産を優先しました。今春以降、JEH （フォ

ーナインズ）向け製品の全量生産へシフトしています。そういった中で、人員不足やフォーナインズのビジネ

スモデルと（株）タイホウの生産サイクルのすり合わせといった課題に対し、ここ数ヶ月で調整を進めてき

ました。来春発売の新商品より、本格的な生産体制の統合効果が業績等の数字として表れてくると見込んで

います。 

 


